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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
八
八
回
質
問

５

肉
に
従
う
者
は
肉
に
属
す
る
こ
と
を
考
え
ま
す
が
、
御
霊
に
従
う
者

は
御
霊
に
属
す
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

６

肉
の
思
い
は
死
で
す
が
、
御
霊
の
思
い
は
い
の
ち
と
平
安
で
す
。

７

な
ぜ
な
ら
、
肉
の
思
い
は
神
に
敵
対
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
神
の

律
法
に
従
い
ま
せ
ん
。
い
や
、
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

８

肉
の
う
ち
に
あ
る
者
は
神
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

９

し
か
し
、
も
し
神
の
御
霊
が
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
な
ら
、
あ
な
た
が
た
は
肉
の
う
ち
に
で
は
な
く
、
御
霊
の
う
ち
に
い

る
の
で
す
。
も
し
、
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
い
れ
ば
、

そ
の
人
は
キ
リ
ス
ト
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
ロ
マ
八
章
五
ー
九
節
／
新
改
訳2

0
1
7

）

（
問
一
）
新
約
聖
書
で
「
肉
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
様
々
な
意
味

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ロ
マ
八
章
五
節
で
「
肉
に
従
う
者
」
と
は
ど

う
い
う
意
味
で
す
か
。
ど
の
聖
書
個
所
を
根
拠
に
正
し
く
説
明
で

き
ま
す
か
。

（
問
二
）
八
章
五
節
で
「
御
霊
に
従
う
者
」
と
は
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い

ま
す
か
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
説
明
で
き
ま
す
か
。
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御
霊
に
従
う
者

（
ロ
マ
八
章
五
ー
八
節
）
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面

ロマ 8:5

oì ga.r kata. sa,rka o;ntej ta. th/j sarko.j fronou/sin( oi` de.

kata. pneu/ma ta. tou/ pneu,matoj)

<文法解析ノート> ロマ 8:5

@1# ò oì dnmp+ 冠）主男複 冠詞（この､その）

@2# ga,r ga.r cs 接）従 なぜなら､というのは､すなわち､だから

@3# kata, kata.（カタ） pa 前） ～から下へ､に従って､によって､に向って､を指して､の間に､毎に

@4# sa,rx sa,rka（サルクス） n-af-s 名）対女単 人間､肉体､身体､血のつながり

@5# eivmi, o;ntej vppanm-p 分）現能主男複 ある､～である､～です

@6# ò ta. danp+ 冠）対中複 冠詞（この､その）

@7# ò th/j dgfs 冠）属女単 冠詞（この､その）

@8# sa,rx sarko.j（サルクス） n-gf-s 名）属女単 人間､肉体､身体､血のつながり

@9# frone,w fronou/sin( vipa--3p 動）直現能3複 心にかける

@10# ò oì dnmp+ 冠）主男複 冠詞（この､その）

@11# de, de. cc 接）等位 さて､そして､次に､しかし

@12# kata, kata. pa 前） ～から下へ､に従って､によって､に向って､を指して､の間に､毎に

@13# pneu/ma pneu/ma n-an-s 名）対中単 霊

@14# ò ta. danp+ 冠）対中複 冠詞（この､その）

@15# ò tou/ dgns 冠）属中単 冠詞（この､その）

@16# pneu/ma pneu,matoj) n-gn-s 名）属中単 霊

尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
講
解
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り


